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新・生物多様性国家戦略の点検について新・生物多様性国家戦略の点検について

中央環境審議会

第２回自然環境・野生生物合同部会

平成１６年１０月１２日平成１６年１０月１２日

自然への関心度自然への関心度

７５％以上の人が自然に関心がある７５％以上の人が自然に関心がある

「非常に関心がある」は男性が多いが、総じて女性の関心が高い「非常に関心がある」は男性が多いが、総じて女性の関心が高い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に関心がある どちらかといえば関心がある あまり関心がない 全然（全く）関心がない わからない
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７割が関心を持っている
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非常に関心がある どちらかといえば関心がある あまり関心がない 全然（全く）関心がない わからない
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

非常に関心がある どちらかといえば関心がある あまり関心がない 全然（全く）関心がない わからない

年齢が高くなるほど自然への関心が高い年齢が高くなるほど自然への関心が高い

自然への関心度自然への関心度

生物多様性という言葉の認識状況生物多様性という言葉の認識状況

9.8 20.4 69.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない

知っている（聞いたことがある）人は約３割知っている（聞いたことがある）人は約３割

7.4

12.4

19.4

21.5

73.2

66.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

知っている 聞いたことがある 知らない

「生物多様性」については男女で認識度に差がある「生物多様性」については男女で認識度に差がある
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生物多様性という言葉の認識状況生物多様性という言葉の認識状況

都市規模が大きいほど「生物多様性」の認識度が高い
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町村

小都市

中都市

大都市

知っている 聞いたことがある 知らない
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2.9

19.8
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18.5
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61.5

70.5

75.7
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない

自然への関心度が高いほど「生物多様性」の認識度も高い自然への関心度が高いほど「生物多様性」の認識度も高い

非常に関心がある

どちらかと言えば関心がある

あまり関心がない

まったく関心がない

生物多様性という言葉の認識状況生物多様性という言葉の認識状況
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生物多様性国家戦略の認識度生物多様性国家戦略の認識度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない

1.41.4

5.15.1

93.593.5

６．５％が認識

6.6

95.4

91.3

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

知っている 聞いたことがある 知らない

「国家戦略」については男女で認識度に大きな差がある「国家戦略」については男女で認識度に大きな差がある
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知っている 聞いたことがある 知らない

生物多様性国家戦略の認識度生物多様性国家戦略の認識度

都市規模が大きいほど認識度が高い都市規模が大きいほど認識度が高い
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない

まったく関心がない

非常に関心がある

どちらかと言えば関心がある

あまり関心がない

自然への関心度が高いほど「自然への関心度が高いほど「生物多様性国家戦略」の認識度も高い生物多様性国家戦略」の認識度も高い

生物多様性国家戦略の認識度生物多様性国家戦略の認識度

命の大切さと生物多様性命の大切さと生物多様性

7.1 27.0 42.9 12.9 10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

駆除するべきではない 駆除しないほうがよい 駆除したほうがよい

駆除するべきである どれともいえない
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32.3
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

駆除するべきではない 駆除しないほうがよい 駆除したほうがよい

駆除するべきである どれともいえない

生物の多様性を喪失させる「外来種等」の駆除の賛否について生物の多様性を喪失させる「外来種等」の駆除の賛否について
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環境調査の連携について環境調査の連携について

自然環境保全基礎調査
（環境省生物多様性センター）

海域環境情報システム
（国土交通省港湾局
環境整備計画室）

森林資源モニタリング調査
（林野庁森林整備部計画課）田んぼの生きもの調査

（農林水産省農村振興局
土地改良企画課）

農業農村環境情報整備調査
（農林水産省農村振興局

資源課）

河川水辺の国勢調査
（国土交通省河川局
河川環境課）

ワーキンググループ

調査の連携に向けた検討

環境省データと農水省データの重ね合わせ結果

（岡山平野）

岡山市

農水省
データ

環境省
データ
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エコロジカルネットワークについてエコロジカルネットワークについて

生物多様性国家戦略

地域固有の生物相の安定した存続、あるいは減少した生物相の回復を
図るためには、十分な規模の保護地域を核としながら、それぞれの生
物の生態特性に応じて、生息・生育空間のつながりや適切な配置が確
保された生態的ネットワークを形成していくことが必要です。

第２部 第２章 第１節 重要地域の保全と生態的ネットワークの形成

国土の総合的点検（平成１６年５月：国土審議会調査改革部会報告）
第３章 第２節 ４（２） 水と緑のネットワーク化

湿地、里地里山、緑地などを保全・再生するとともに、河川などの
「水の軸」と、森林、丘陵地や斜面の樹林地・緑地などの「緑の
軸」を保全し、これらの質と連続性を高め有機的にネットワーク化
する必要がある。

緑の回廊構想の推進（国土交通省）

既存緑地の保全

公園による緑の創出

緑豊かな道路空間の形成

緑豊かな水辺の創出

道路・河川・公園等の事業間連携による水と緑の骨格軸の形成に
より、都市の熱環境の改善、生物多様性の保全、防災性の向上、良好な

景観の形成、緑豊かで快適なレクリエーションの場の形成など、水や緑

の持つ機能を複合的・効果的な発揮を図る取り組みを推進
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国土利用計画（全国計画）（平成１７年改定予定）

国土利用計画（都道府県、市町村)、広域的な連携計画
）

国土交通省 環境省農林水産省

道路局都市・地域
整備局

港湾局河川局 自然環境
局

林野庁農村振興
局

水産庁

連　　　　携

道路計
画

道路事
業

河川整
備基本
方針

河川事
業

港湾計
画

港湾事
業

緑の基本
計画

緑地環境
整備総合
支援事業
（計画に位
置付けた
水と緑の
ネットワー
クに基づく
緑地保全、
施設整備
の支援）

農村整備
事業

森林整
備計画

森林整
備事業

豊かな
海の森
づくり事
業

公園計画

自然公園
等整備事
業
（自然公
園等にお
ける整備
の支援
等）

・エコロジカルネットワーク支援の量的・質的目標の設定
・具体的なネットワーク図の作成

具体的に反映・連携

①自然のシステムにかなった国土利用の推進
②指針性の向上　　③広域的な連携計画の導入
④支援のための関係省庁の連携体制強化　⑤各省連携の推進


